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ビジネスに貢献する最先端技術の研究開発に注力するＮＴＴコムウェア特集

ユビキタスサービス展開方針やこれ

に伴う事業構造の改革方針を打ち出

しました。新中期経営戦略では、

NGN・3Gのネットワークサービス

の追加・拡充を図りアプリケーショ

ンプロバイダとの連携によるサービ

ス創造を推進するとともに、2011年

３月期を目処に固定／移動ともにフ

ルIPのネットワーク基盤を構築し、

サービスの融合を本格的に展開する

ことで、レガシー系中心からIP系お

よびソリューション・新分野等を中

心とする事業構造に改革し、2011年

度には光サービス（光アクセス

+NGN・地域IP網）の単年度黒字化、

2013年３月期には連結営業利益1.3

兆円を目指しています。

私どもは、NTTグループ内の主

要SIerであるNTTコムウェアの研

究開発部門として、NTTの新中期

経営戦略「サービス創造グループを

目指して～ブロードバンド・ユビキ

タスサービスの本格展開～」を基軸

にR&D活動を展開しており、2008

年はその意味ではNGNを支える要

素技術のR&Dに特に注力したと言

えます。2009年もNGNそのものと

その上で提供されるサービスを中心

に、サービス創造グループを目指し

た取組みを加速していきたいと考え

ています。

－具体的なNGNの要素技術の

R&D成果の詳細は、後続の各論頁

でご紹介しますが、取組みのポイン

トをお聞かせください。

田中 NGNの要素技術としては、

ユーザーや x S Pが安心・安全な

NGNを介したサービスをより簡

単・便利に、より快適に利用できる

ようなネットワークサービス提供基

盤と、より簡単・シンプルにネット

ワークサービスの保守・運用が行え

るオペレーション業務支援の両面か

ら取り組んでいます。NGNの最大

の特長は、サービス品質（QoS）、

高セキュリティ、高信頼性にあり、

こういった現在のインターネットに

はない特長をユーザーにわかりやす

－昨年の新年号では、ビジネスへ

の貢献を基軸にR&D活動を展開し

ているということでしたが、改めて、

2009年の基本方針をお聞かせくだ

田中 事業への貢献を目的に研究

開発活動を展開してきましたが、こ

の基本方針に変わりはありません。

すなわち、①NTT研究所のR&D成

果を事業会社様にパスする役割を担

う、②弊社の提案力・ SI力強化、

③NTTの新サービスへの寄与（加

入者増、ARPU増、トラフィック

増加）、④ソフトウェアの品質向

上・生産性向上を目的にUI（ユー

ザーインタフェース）、ユビキタス、

NGNの３つの研究分野を中心に

R&D活動を展開してきました。

2008年は、世界初となるFTTH

によるNGNの商用サービスが開始

されるなど、エポックメイキングの

年でした。また、NTTは2008年５

月に新中期経営戦略を発表し、今後

５年間を展望したブロードバンド・

新中期経営戦略「サービス創造
グループを目指して」が基軸に

ブロードバンド・ユビキタス
サービスの本格展開を
最先端技術で支援
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ビジネスへの貢献を主軸に将来を見据えた最先端の研究を推進するNTTコムウェアの
研究開発部。「心をつなぐ、社会をつなぐ」をスローガンに、NTTの新中期経営戦略
「サービス創造グループを目指して」を踏まえ、ブロードバンド・ユビキタスサービス
の本格展開に向けたR&D活動を展開する研究開発部の取組みについて、田中和彦部長
にうかがった。

ブロードバンド・ユビキタス
サービスの本格展開を
最先端技術で支援

―昨年の新年号では、ビジネスへの

貢献を基軸にR&D活動を展開してい

るということでしたが、改めて、2009

年の基本方針をお聞かせください。

－具体的なNGNの要素技術のR&D成

果の詳細は、後続の各論頁でご紹介し

ますが、取組みのポイントをお聞かせ

ください。

NWサービス提供基盤とオペレー
ション業務支援の両面を支援
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い形で示していくこと

が重要です。トラヒッ

クエンジニアリング、

ネットワーク設計シミ

ュレーション技術、テ

ストベッドでの再現・

確認技術に取り組むと

ともに、実際の回線に

関する測定・評価技術

にも取り組んでいます。

私どもは、日本の通信インフラをシ

ステム面で支えることで培った高い

技術力と蓄積されたノウハウを基

に、後続頁で紹介するようなネット

ワーク構築・運用におけるプロビジ

ョニング支援を目的にしたシミュレ

ーションプラットフォーム技術に加

え、Computed Tomographyとよく

似ていますが、エッジノードからス

キャンしてNGNインフラのどこに

問題が発生しているかを診断するよ

うな技術にも取り組んでいます。

－NGNのキラーアプリケーショ

ンになり得る3D表示による次世代

映像通信技術にも積極的に取り組ん

でいますね。

田中 臨場感3Dテレビゲームや3D

テレビ電話、デジタルサイネージ

（電子看板）の3D表示など、映像メ

ディアとしての3Dは帯域保証され

た高速セキュアなNGNの新サービ

ス創出の原動力となり得ます。将来

のデジタルホームを意識し、私ども

では、高臨場感のコラボレーション

が行える3D表示の仕組みにも取り

組んでいます。3Dは紙の資料を読

んでいただくだけでは理解されませ

ん。従いまして、各種イベントに参

加して3Dコンテンツを実際に御覧

いただき、多くの皆様からのご意

見・ご感想を伺うことが重要と考え

ています。

－3Dは映像メディアとして相当

インパクトがあると思いますが、お

客様の反応はいかがですか。

田中 「IMC TOKYO 2008」のよ

うな専門家が集まるイベントでは、

裸眼で立体感あふれる3D映像が見

られる私どもの技術に対する関心は

高いですね。今後さらに技術的な改

良を進めるとともに、各分野の皆様

からの反応をさらに調査したいと思

います。

－研究成果の出口という観点で、

2008年度の主要重点テーマの状況

はいかがですか。

田中 2008年度５つの重点R&Dテ

ーマを掲げましたが、マルチモーダ

ル橋梁点検支援システムのように事

業部門に技術移管し販売中のものも

ありますし、Tangibleリモートケア

やDepth Mapped 3Dのように多数の

お問い合わせをいただいており、現

在もR&D活動を継続中のもの、そし

てTangible-RFIDのようにまだ商品

として提供する段階に至っていない

もの、ハプティック技術を組み合わ

せたTangible 3Dのようにやや先端

的過ぎたテーマもあります。

－最後に、今後のR&D活動に対

する抱負をお聞かせください。

田中 人間系に関するR&D活動に

注力していきたいと考えています。

ホライトカラー、ブルーカラーを含

め作業の効率化に貢献したいという

想いが強いですね。弊社はシステム

を提供することで業務の効率化・生

産性向上に貢献していますが、人間

の行動を把握・分析する技術を活用

して、システムと人間との連携性を

向上させ、快適に作業効率を向上で

きるような技術に取り組みたいと考

えています。いずれはセンサやネッ

トワークと結びついてNGNの応用

につながると考えています。

－本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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●インタビュー

NTTコムウェアならではの独自先端技術のデモ風景
（左：オーバーレイネットワーク用設計シミュレーション技術、右：実写映像の3Ｄリアルタイム表示技術）

―NGNのキラーアプリケーション

になり得る3D表示による次世代映像

通信技術にも積極的に取り組んでいま

すね。

―3Dは映像メディアとして相当イ

ンパクトがあると思いますが、お客様

の反応はいかがですか。

―研究成果の出口という観点で、

2008年度の主要重点テーマの状況は

いかがですか。

―最後に、今後のR&D活動に対する

抱負をお聞かせください。

―本日は有難うございました。

3D表示による高臨場感コラボ
レーションの実現にも注力

人間を快適に作業効率を向上させ
る人間系に関するR&Dに着目

http://www.bcm.co.jp/

	Button2: 


